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事rO;田空港は秩岡県河辺官官鋭利町総川地区に建設が決定し、昭事149年lOn

から工事が始まっています。これまで 2年次にわたり 、隣接地の周知の遺跡

の調査を行ないましたが、本年度は工司u匝行予定区成及び隣接地の遺跡の所

在を穣11'6するために分布調査を5終結しました。

工事施行予定区威内には遺跡は発見Fれませんでしたが 、 隣接地からは

8ヶ所の遺跡が確認されました。本報告丹が今後、梼川地区の遺跡の拘1f.と

性絡解明の手がかりになれば寧いです。段後になりましたが、調査を担当さ

れました各調査員並びに調査にご協力下さいました河辺部雄和町教1'T~員会

の方々に~<感謝の意を表する次第です.

昭和 52年 3月

秋田県教 育 委員会

&脊長畠 山芳郎
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新秋田空港周辺遺跡分布調査報告書

1・ 調査に歪Qまでの経過

昭和48年に河辺都雄和町の出羽山地内に決定した「新秋悶空港Jは、昭和49年度から?:l!港関係工事

のための取物道路、拡舗道路工事がはじまり 、昭和50年度はこの道路に近mする石製上遺跡‘鹿野戸

遺跡の緊急発郷絢査が行なわれた。

昭和51年度になると、この空港工事と周辺の出羽山地波に立案計画のされていた開国事業.通常砂

妨事業、 緊急組鈎斜増産総合対策事業毒事が活発化し、より広範関の篇微な遺跡分布調資を行なう必要

が生じてきた。このため左記のメ Yパーが調査を委婦され、雄和町.河辺町担当の文化財保護指導員

菅原俊行氏とま佐和町教育妥員会社会教育係長佐々木金島氏の伺行を縛て分布調査に当ったものであ

る。

分布調査は、 出羽山地上の空港予定地から〈だる取付道路周辺と、開発事業の地棋を中心に、遺物

の表面係集と住民情報によって行った。 しかし、遺物数布の確認しやすい納治などの開かれた所は少

なく、大部分は遺跡鍔査の図書Eな草地、林、荒蕪地であるため、遺跡存在の確認がてきなかった地紙

には、今後の注意が必要であると考える。

0 調査期日 9月23・4・5・6目、 10月9・10日

O 調査員伊藤掻秋、岩見書量失‘永瀬徳男

0 調査事務担当者秩回線ー教符庁文化線

2.地 形と分 布 遺跡

係閣 IIこ記名の遺跡は、分布調査によって新たに発見した遺跡である。

調査地の範簡は給物川とその支流の岩見J1Iに狭まれた絶滅で、約48乎方キロメートルの広さを持つ

ている。

雄物、岩見向ìIl1~告には狭長な平調白書:存従し、終若年の大部分はそこに所在する。 また、調査主目的地

の出羽山地の録音Inこは数段の段丘が見られ、これは岩見JII流績に顕著である。そして湖知の遺跡の多

くはこの段丘縁に位健している。

(l) 河辺鶴緩和町の遺跡

。祖母の沢遺跡〈平沢字織の沢73)

l日;百書官時代、弥生時代〈挿図 2、3、図版 1、4)

寺村古事務の東方に位置する標高80メートルの段丘縁の農道、畑地、~林にかけて所在する。こ

の遺跡の酋織に段丘の斜面1を迂回して段丘内奥にある関妬地三替沢に3!る食道が開削されており

土事号、石器はこの農道を作。た際にさ主じた緋土中から発見された。また土器、石器の発見された



挿図 l 新秋 田空港周辺地 形 図

縄文土器歓布地 ( 1.石坂よ遺跡 Z 鹿野戸遺跡 a触ノ沢遺跡 7.鼠鍋台A遺跡 }

土師お.須~Zi散布地 ( 4.平沢遺跡 E石悶遺跡 邑妙法適鯵 }
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亀島所の反対側の限設をなすPーム府の断出に上層から銃〈径約40-1::/チ、深さ10セYチの袋状の

ピ，トも発見された.

係自駐された係図 2 の(1)-帥の石総はi目 lîll3"'l~のものである。 (1X2)はナイフ1'1不穏で、(幼はス

タνパーである。 (4)はfl'vパーと.W.われる(.2告である。百貨は{削減4)が斜慣TI¥'}'C、(2)はIif!:l!頁

りである。

七~~は事j、生時代のもので、 型式的には以内では志曲面沢式に入るものであろう。綿閃 3 の(1)1:1.日

以絡がくの字に外反するもので、出+の:.!fIhlの段ヒ(>1;に縄文があり、をの下院れはやや者IUする附

白状主が施主され、三条の泊;織の下には斜仔縄文T;_Q.られる。胎土、。E戒ともよt合良〈掃の褒耐

には~!;色の縦化物の付着が毘められる. (ZX3X4)は剣突文のあるもので‘(訟のi'.t線開のて段の剣突

文は、先尖が鋭角設の工具eこよるものである.(5)(6)(7)(8)(6)は説:畿と縄文の鰭文書れ九ものであ

る.いずれも土審の表薗に黒色の鋭化物の付蒼の認められるものである。{りをEまいた1.Zlの胎土

中には大伐のl.i1f砂が合有されているo'.fo，<(I 2の(5)のl1ilはこの土:l:iに伴うものであゐう。

o Lllm;控除 (6m*L1IW49)

平安時代〈凶舷 1) 

府~tに水間を笹えた剖1務背後の山蝿iにI也統きの州地である。水聞に近い州側で釧泌総小什を採

集したが、住民情報によるとかつてこの畑地はプルトーザーで抑 lーをしたilJiとのことなので---i1官

官試鋪した。その結果、 1也山はプルトーザーで削干されてお 0、治以:~iJi.を包含tていた1:11も

栂乱事1tていることから、遺跡の守んどは般獲されていると見られる。

0 中岡.iI鎗 〈平尾島字中関〉

縄文時代〈凶底4の{時}

積極するdIIlt背後の台地の斜面iで、-f.t朱樟fをIltえた畑地からな毛。調貨のr;rは漬物をE霊祭で

きなか勺たが‘かつて出上した図版4(的のFi佳一簡が償、ド小学校に保管されている。

。中村遺跡〈平尾.偽字中村48)

純~[時代 〈闘版 1 ) 

部品の中ほどにある南側ナる1i状台J也で.JJl，札は~林にな。ている。他林以前は畑地で.Î鎖、

縄文土73が凶士したと伝えられている。

位} 河辺IZ河辺町の遺跡

o .縁台B遺跡〈径淘字..舞台118.120) 

縄文時代〈釦飯2)

すぐ下主総見111の流れる北面した館高40〆ートル0段丘上の畑地である。散布土lI3は鯛片であ

るが、包含..と考えられる泉色1::..はかな1)1事い。

。七州台湾跡〈戸烏~七仰す;87)
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縄女時代(図版2)

風無台B遺跡と地告書きの段丘縁の畑地である。縄文のみの土岩片の散布がある。

O 井戸尻台遺跡〈戸島字井芦尻台40、41)

縄文時代 〈図版3)

南北と東の三方を松林に留まれ、北に関口 した畑地で、もろい縄文土器片と土器E軍部が係集さ

れている。遺物の数布は少ない。

0 上野台遺跡 CA遺跡ー戸島宇上野台116-119)

3. ~ 

(B澄勝一 向 141) 

平安時代〈図寂3、4)

A遺跡と B遺跡に分かれる.A遺跡は、いわゆる上野台段丘の先機器Eの畑地で、岩見JIIと戸島

邸穫を見おろす位健にある。図版4のωの土器片は底部の切9.しが脳転糸切による須息苦告杯の

綾片で問時に岡鴎版M-O!lの土櫛骨量小片品:係集されている。

B遺跡は.A遺跡より 200メートル寝段丘内奥に入った地点にある高圧送電鉄塔の手術の畑地

一帯である。土師務小片の散布がある。

と め

今回の分布調査で街たに周知のものに追加できたのは8遺跡である。これらの遺跡は、周知の遺跡

の分布から知られる立地傾向と同じよう に、雄物川i平岩見)11を恵被的に望める位置に多い。

また、本県では比較的発見の少ないl日石総と弥生土:r~の探集された湯の沢遺跡は.非常に貧llìな遺

跡といえる。

最後になりましたが、湯の沢遺跡の石2号、 土穆については県教育庁文化練学議主事富樫~S寺氏に色

々と御教示をいただきました。 記l..J事〈 御礼申 しあげます。
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婦問 2

郷悶 3

湯の沢潰跡の石器

〈と:> (1) 

〈二~ (2) てこここア (3 ) 

d こここ:::> (4) 

金
<> 
(5) 

湯の沢遺跡の 土器択影

。 5 CM 

者is警暴1
(2) (3) 

宅 U
(4) 

(5) 
(6) 

圃幽..  

想.
(7) (8) 

(9) 
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凶版 1

平沢遺跡から

泌の沢遺跡を望む

山田遺跡

中村遺跡

- 6 -



図版 2

A 風費量台B遺跡

B 七幽台遺跡

風無台 B遺跡

七曲台遺跡

B A 
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図版 3

井 戸尻台遺跡

A 上妻子台A遺跡

B 上野台B遺跡

上野台A遺跡

上野台 B遺跡
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図版 4
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( 12) 

(16¥ (17) 

拘の沢遺跡(1-5. 

( 13) ( 14) 

( 19) 
( 18) 

7-隠れ 中凶iI跡(6 ) . 

- 9 -

上野台週跡(16-20) 
(20) 
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